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平成27年度、主な事業の紹介をします。平成27年度、主な事業の紹介をします。
公益財団法人川崎市公園緑地協会は、川崎市の緑の保全と緑豊かな街づくりを推進すると共に、市民等の緑
の活動を支援、育成し、普及啓発するボランティアセンターとしての機能を有した緑の拠点として、様々な
事業を展開してまいります。「緑の推進支援課」の今年度の主な事業を紹介します。

1 緑のボランティア育成事業
川崎市の魅力ある「花と緑のまちづくり」を目的として、市施策の状況を広報し市民との協働によるパート
ナーシップ型事業を行います。
① 花と緑のまちづくり講座（緑化推進リーダー育成講座）

市民による自主的な緑化推進活動の中心的人材の育成を目的に講座を開催します。（夏～秋・全6回）
② 里山ボランティア育成講座

里山の自然環境や管理手法を学習し、実技研修を行うことにより、里山活動の活性化と実際に活動を
始めるボランティアを育成します。（5月～12月・全6回）

③ こども黄緑クラブ（こども自然体験教室）
楽しみながら四季の自然に親しみ、川崎のみどりに関心を寄せるこどもとその

保護者を育てます。（春夏秋冬　年4回）

2 第11回わがまち花と緑のコンクール
市内の花と緑の優れた景観を発掘し、それを創り出している方々の紹介を目的に
実施します。応募締め切りは4月15日。現地調査と選考会を行い、6月20日（土）に
川崎市総合自治会館において表彰式を行います。

3 緑のボランティア活動支援事業
① 「緑の活動団体」助成事業

現在、登録団体数は240。公開性の高い場所で植樹、花壇づくり等により緑化を行い年間を通じて維持
管理に取り組む団体や、下草刈り等の緑地保全活動を担う団体に情報提供や活動
支援を行います。活動内容に応じて、助成を受けることもできます。
② 2015花と緑の交流会
「緑の活動団体」や「公園管理運営協議会」「公園緑地愛護会」等、川崎市内で
活躍する花や緑に関わる団体が日ごろの活動の成果を広く市民に発表するととも
に、これらの人々の交流を深めることを目標に、11月29日（日）中原市民館多
目的ホールで講演会や団体発表を行います。

③ 情報誌「緑のボランティア通信」の発行
緑のボランティアへの情報提供と連絡協調を図るとともに、広く市民に活動状況を知らせ、活動への

新たな参加や新規団体の登録拡充をねらい、年6回発行します。
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募 集 案 内

第１１回わがまち

花と緑のコンクール

【応募要領】

◇募集部門 1 個人部門（花壇等） 　 2 団体部門（花壇等）

◇募集対象  市民のみなさんが、市内において花や緑により優良な景観をつくり

出している、公道などから見られる場所を対象とします。

◇応募方法 応募用紙に必要事項を記入し写真４枚貼付の上、郵送してください。

（記載内容等はコンクール終了後、優良な緑の景観として公開する

 ことを前提とします。応募用紙、写真は返却いたしません。　　　）
◇募集期間 平成 27 年 3 月 15 日（日）～ 4 月 15 日（水）

◇応　募　先 〒211-0052　川崎市中原区等々力 3-12

 　（公財）川崎市公園緑地協会「わがまち花と緑のコンクール」係宛

 　☎ ０４４- ７１１- ３２５７　 FAX ０４４- ７２２- ８４１０

◇審　　査 現地調査：４月下旬　選考委員会：５月中旬　結果通知：６月上旬

◇表　彰　式 平成27年6月20 日（土）川崎市総合自治会館　ホール

ひとつの種からひとつの種から

　ひとりの手から　ひとりの手から

　まちに広がる緑の輪　まちに広がる緑の輪

みなさまが作り上げたご自慢の花壇等の作品をふるって応募してくださいみなさまが作り上げたご自慢の花壇等の作品をふるって応募してください

募集期間 平成２７年３月１５日（日）～４月１５日（水）募集期間 平成２７年３月１５日（日）～４月１５日（水）

 企画運営：第１１回わがまち花と緑のコンクール運営委員会

 事 務 局：（公財）川崎市公園緑地協会（問合せ ☎０４４－７１１－３２５７）

主催：川 崎 市

平成27年度、主な事業の紹介をします。平成27年度、主な事業の紹介をします。
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4 その他
緑の活動団体を対象にした鉢植え講習会、出前講座、道具や図書の貸し出し、人材バンクへの登録と活用等
に取り組みます。

参 加 者 募 集！
新年度を迎え、各講座も始まります。豊かな緑、さわやかな風を満喫し、心地よい汗をかきましょう。お誘い
あわせの上、ふるって申し込みください。

■「花と緑のまちづくり講座（緑化推進リーダー育成講座）」
　　　　　夏～秋　全6回
　　　　　市内在住、在勤、在学。6回全てを出席できるかた、30人
　　　　　雨天実施
　　　　　 川崎市の花と緑を学ぶ、デザインを考える、花壇を創る、まちづく

りを学ぶ、提案する。
　　　※ 申込方法や開催日程は、6月頃に協会HPへの掲載や各区役所に応募チ

ラシを配布しますのでご覧ください。

■「こども黄緑クラブ　春編」
　　　　　5月28日(木)10時半～11時半
　　　　　 等々力緑地ふるさとの森（JR南武線「武蔵中原駅」より徒歩25分）
　　　　　1歳半以上の幼児とその保護者　20組　　雨天中止

　　　　　 高柳芳恵さん
　　　　　（「ゆうぐれのさんぽ」福音館書店著者）
　　　　　　  往復はがきに 〒、住所、氏名、電
　　　　　　 話番号、こどもの名前、生年月日
　　　　　　  を記入し、5月8日（金）必着で「こ
　　　　　　  ども黄緑クラブ・春編」係まで送付ください。

■「さとやま研修会」
第2回：5月10日（日）９時半～12時　生田緑地ばら苑付近の里山で下草刈り
第3回：6月2日（火）９時半～12時　栗木山王山緑地で春の竹林整備(真竹)
　　　　　15歳以上の30人　　雨天延期
　　　　　　   往復はがきに〒、住所、氏名、電話番号、希望の日

  程(複数同時申し込み可)を記入し、「さとやま研修
  会」係まで送付ください。実施前月の1日から3日
  前まで先着順で受けます。

ご　案　内
◆  川崎市環境局減量推進課より「生ごみリサイクル活動助成金制度」のご案内です。

今年度も家庭で生ごみを堆肥化し、その堆肥を公共の花壇に有効活用する活動を行う団体に対し、助成金
（上限10万円）を交付しています。詳しくは市ホームページ、または、市環境局減量推進課（044－200－
2605）までお問い合わせください。

協会ニュース

日　時
定　員

内　容

講　師

申込方法

日　時
会　場
定　員

定　員
申込方法
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小田急線の読売ランド駅より続く「多摩自然遊歩道」が活動
場所の多摩特別緑地保全地区です。ここは斜面緑地で主にクヌ
ギ、コナラなどの二次林と竹林で構成され、昔から農業とのか
かわりが深い里山でした。この里山を蘇らせようと私共の会は
平成10年の秋に活動を始め、翌11年2月に正式に活動団体と

して設立し、保全活動を継続し
ています。現在会員は40人、
平均年齢は約66才。毎月第2、
第3日曜日の午前中に、樹木の
間伐や植栽、下草刈り、竹林の
保全、看板の設置などの活動を
行っています。また、台風や大雨の後には緑地を見回り、折れた枝の撤去や危険樹
のチェックを行政と連携して行っています。近隣の活動団体や学校とも交流し、こ
どもたちへの学習の場の提供にも協力しています。
春の新緑や竹林、秋の紅葉等、緑地は四季折々に素晴らしく、近隣住民が散歩を

楽しむ憩いの場所にもなっています。活動に参加して気持ちの良い汗をかきません
か。皆様の参加をお待ちしています。

（加藤　敬治）

緑の活動団体訪問・自己紹介コーナー

さいわい緑道（東地区）管理運営協議会　（2005年設立）

活動場所　さいわい緑道東地区・南河原小学校北側（幸区神明町2丁目）
交通案内　JR南武線「矢向駅」より　徒歩15分

さいわい緑道は、多摩川砂利運搬鉄道として矢向駅から川崎河岸駅までの南武線
の支線が、昭和43年に廃止され、その跡地が緑道になったものです。現在は横浜
市との境界から、多摩川岸まで約1.5kmの細長い緑道で、その中央部分が「さいわ
い緑道(東地区)」です。
平成17年、神明町住民及び緑道利用者で管理運営協議会が結成され、「緑の活動
団体」にも登録して現在に至っております。活動は原則として毎月2回(第1、第3

日曜日)、現在約15人の会員
が中心となり、ゴミや落葉の清
掃、花壇の維持管理、樹木の剪
定、除草､ 散水、遊具の点検な
どを行なっています。
近年、メンバーの高齢化や固定化、若手の参加が少ない等、
悩みはいろいろありますが、メンバー以外の緑道利用者も、こ
まめにゴミを拾ってくれたり、落ち葉を片付けてくれたり大変
助かっております。春になると毎年、梅、桃、桜、つつじ、あ
じさい、はじめ季節の草花が咲き誇り、緑道を利用される皆さ
んからお褒めの言葉をいただくのが何よりの励みです。

（髙田　健二）

多摩緑地保全地区こもれびの会　（1999年設立）

活動場所　多摩特別緑地保全地区（多摩区西生田1－5090他）
交通案内　小田急線「読売ランド駅」より　徒歩５分
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（公財）川崎市公園緑地協会  緑の推進支援課
発行・編集

〒211-0052　川崎市中原区等々力 3-12
電話  044（711）6631　FAX  044（722）8410

このコーナーでは、川崎市内の銘木・珍木・希少木の情報を募集します。
あなたのご近所の地名の由来にもなった銘木や巨樹、珍しい花が咲く木、変わった風景の木、調べてほしい不思議な木
等々の情報をお寄せください。取材して、このコーナーで紹介します。執筆者の木珠（こだま）氏のホームページ《http://
hitotokinoharuka.web.fc2.com》は「川崎のツリー・ウォッチング」で検索できます。

シリーズ！！ ツリー・ウォッチング ＊あなたもツリー・ウォッチングに出かけてみませんか？
　川崎市内の銘木・珍木・不思議な樹々たちの世界を紹介します。

日米共演 “ハナミズキとヤマボウシ” の街路樹！！
川崎市内の新緑の爽やかな季節を彩る街路樹たち。4～5月は北米原産のハナミズキ（アメリカヤマボウシ）、

そして日本原産のヤマボウシの咲く季節です。今回は、閑静な住宅街によく街路樹として植えられている、この
2種を比較しながら紹介させていただきます。

No. 37 菅馬場の花水木（ハナミズキ）

ここは、多摩区菅馬場3丁目、菅馬場公園脇。坂の上方
からは高層ビル群も見渡せる閑静な住宅街です。
この地区一帯の街路樹には、北米原産のハナミズキが
植えられています。原産地には猿の仲間がおらず、その
果実は鳥類に食べて貰えるように進化したので、この果
実はヒトが食べてもおいしくはありません。でも、花の
美しさは見事ですね。

ここは、三田団地上の長沢浄水場沿いの住宅街
にある街路樹のヤマボウシ。この樹は日本原産
で、東アジア各地にはこの樹によく似た仲間がた
くさんあります。この果実は、ニホンザルも大好
きでヒトが食べてもおいしい果実です。花はハナ
ミズキより遅れて咲き、葉も成長しているので
華やかさの点では幾分欠けるようですが、近くで
観察するとその美しさはなかなかなものです。
花びらのように見えるものは苞葉と呼ばれる
葉の一種。本当の花は中央にまとまって咲くの
です。ハナミズキとは苞葉の形も違います。同じ
ミズキ科の同属の樹なのですが、随分と異なりま
すね。ぜひ、花と果実を比べてみて下さい。

No. 38 三田団地上（長沢浄水場わき）の山法師（ヤマボウシ）

住　　所　多摩区菅馬場　3－11　付近
交通案内　小田急線「読売ランド駅」より　徒歩15分

住　　所　多摩区三田　3－2　付近
交通案内　小田急線「生田駅」北口より　徒歩12分

菅馬場公園わき

長沢浄水場わき

▲ ハナミズキの花

▼ ハナミズキの実 

▲ ヤマボウシの花
▼ ヤマボウシの実


